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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効量の、
　Ａ）テフリルトリオンおよびこの農業で通常使用される塩［成分（Ａ）］
　ならびに
　Ｂ）除草剤アミカルバゾン、アミノピラリド、アミノシクロピラクロール、アミノシク
ロピラクロール－メチル、アミノシクロピラクロール－カリウム、シクロスルファムロン
、フルセトスルフロン、インダジフラム、イプフェンカルバゾン、メタミホップ、オルト
スルファムロン、ペノキススラム、ピノキサデン、ピラスルホトール、ピロキサスルホン
、ピロキシスラム、サフルフェナシル、
３－クロロ－Ｎ－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）カルバモイル］－１－
メチル－４－（５－メチル－５，６－ジヒドロ－１，４，２－ジオキサジン－３－イル）
－１Ｈ－ピラゾール－５－スルホンアミド、
３－（｛２－［（２－メトキシエトキシ）メチル］－６－（トリフルオロメチル）ピリジ
ン－３－イル｝カルボニル）ビシクロ［３．２．１］オクタン－２，４－ジオン、
メチル４－アミノ－３－クロロ－６－（４－クロロ－２－フルオロ－３－メトキシフェニ
ル）ピリジン－２－カルボキシレート
からなる群の少なくとも１種の化合物［成分（Ｂ）］を含む除草剤混合物。
【請求項２】
　成分（Ｂ）として、アミカルバゾン、アミノピラリド、アミノシクロピラクロール、ア
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ミノシクロピラクロール－メチル、アミノシクロピラクロール－カリウム、シクロスルフ
ァムロン、フルセトスルフロン、インダジフラム、イプフェンカルバゾン、メタミホップ
、オルトスルファムロン、ペノキススラム、ピノキサデン、ピラスルホトール、ピロキサ
スルホン、ピロキシスラム、サフルフェナシル、
３－クロロ－Ｎ－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）カルバモイル］－１－
メチル－４－（５－メチル－５，６－ジヒドロ－１，４，２－ジオキサジン－３－イル）
－１Ｈ－ピラゾール－５－スルホンアミド、および
３－（｛２－［（２－メトキシエトキシ）メチル］－６－（トリフルオロメチル）ピリジ
ン－３－イル｝カルボニル）ビシクロ［３．２．１］オクタン－２，４－ジオン
からなる群の除草剤を含む、請求項１に記載の除草剤組成物。
【請求項３】
　組み合わせた除草剤（Ａ）および除草剤（Ｂ）の重量比Ａ：Ｂが、１：５０から５００
：１の範囲にある、請求項１または２に記載の除草剤組成物。
【請求項４】
　組み合わせた除草剤（Ａ）および除草剤（Ｂ）の重量比Ａ：Ｂが、１：２０から５０：
１の範囲にある、請求項１から３の一項に記載の除草剤組成物。
【請求項５】
　０．１から９９重量％の除草剤（Ａ）および除草剤（Ｂ）ならびに９９から０．１重量
％の植物防護で通常使用される製剤化剤を含む、請求項１から４の一項に記載の除草剤組
成物。
【請求項６】
　１種以上の除草剤（Ａ）を１種以上の除草剤（Ｂ）と一緒に、有害な植物、その植物の
部分または耕地に施用することを含み、除草剤（Ａ）および除草剤（Ｂ）の組合せが、請
求項１から５の一項に記載される、望ましくない植物の生育を駆除する方法。
【請求項７】
　除草剤（Ａ）および除草剤（Ｂ）の組合せが、請求項１から５の一項に記載される、望
ましくない植物生育を駆除するための除草剤組成物としての除草剤（Ａ）および除草剤（
Ｂ）の組合せの使用。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、望ましくない植物生育に対して使用することができ、活性物質として少なく
とも２種の除草剤の組合せを含む、植物保護組成物の技術分野に関する。
【０００２】
　より具体的には、本発明は、少なくとも１種のさらなる除草剤と組み合わせて、活性物
質テフリルトリオンを含む、イネに使用するための除草剤混合物に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ＵＳ　２００３－０１０４９４０、ＵＳ　２００３－０１０４９４１およびＷＯ　２０
０４／１０５４８２には、稲作に使用するための、テフリルトリオンを含む除草剤組成物
が記載されている。しかし、実際には、これらの文献から知られる除草剤組成物の使用に
伴う不利点が多い。したがって、その除草活性は、必ずしも十分なものとは限らないまた
は十分な除草活性を有してもイネへの望ましくない被害が見られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００３／０１０４９４０号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２００３／０１０４９４１号明細書
【特許文献３】国際公開第２００４／１０５４８２号
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、稲作に使用するための利用可能なさらなる除草剤混合物を作ることで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の主題は、有効量の、
　Ａ）テフリルトリオンおよびこの農業で通常使用される塩［成分（Ａ）］
ならびに
　Ｂ）除草剤アミカルバゾン、アミノピラリド、アミノシクロピラクロール、アミノシク
ロピラクロール－メチル、アミノシクロピラクロール－カリウム、シクロスルファムロン
、フルセトスルフロン、ホラムスルフロン、インダジフラム、イプフェンカルバゾン、メ
タミホップ、オルトスルファムロン、ペノキススラム、ピノキサデン、ピラスルホトール
、プロピリスルフロン、ピリミスルファン、ピロキサスルホン、ピロキシスラム、サフル
フェナシル、チエンカルバゾン、チエンカルバゾン－メチル、
３－クロロ－Ｎ－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）カルバモイル］－１－
メチル－４－（５－メチル－５，６－ジヒドロ－１，４，２－ジオキサジン－３－イル）
－１Ｈ－ピラゾール－５－スルホンアミド、
（２Ｓ）－２－｛４－［（６－クロロ－１，３－ベンゾオキサゾール－２－イル）オキシ
］フェノキシ｝－Ｎ－（２－フルオロフェニル）－Ｎ－メチルプロパンアミド、
３－（｛［５－（ジフルオロメチル）－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ
－ピラゾール－４－イル］メチル｝スルホニル）－５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロ
－１，２－オキサゾール、
Ｎ－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）カルバモイル］－６－エチル－２－
メチルイミダゾ［１，２－ｂ］ピリダジン－３－スルホンアミド、
３－（｛２－［（２－メトキシエトキシ）メチル］－６－（トリフルオロメチル）ピリジ
ン－３－イル｝カルボニル）ビシクロ［３．２．１］オクタン－２，４－ジオン、
２－（｛２－［（２－メトキシエトキシ）メチル］－６－（トリフルオロメチル）ピリジ
ン－３－イル｝カルボニル）シクロヘキサン－１，３－ジオン、および
メチル４－アミノ－３－クロロ－６－（４－クロロ－２－フルオロ－３－メトキシフェニ
ル）ピリジン－２－カルボキシレート
からなる群の少なくとも１種の化合物［成分（Ｂ）］
を含む、除草剤混合物である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下において、「成分（Ａ）」および「除草剤（Ａ）」という用語は、同義と理解され
るべきものである。同じことが、「成分（Ｂ）」という用語に適用される。
【０００８】
　除草剤テフリルトリオンは、例えば、ＥＰ１１１７６３９Ｂ１およびウェブサイト「ｈ
ｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ／ｉｎｄｅｘ．
ｈｔｍｌ」から公知である。ＩＵＰＡＣ名を有する上述の除草剤の化学構造は、例えば、
Ａｇ　Ｃｈｅｍ　Ｎｅｗ　Ｃｏｍｐｏｕｎｄ　Ｒｅｖｉｅｗ、第２５巻、２００７年から
公知であり、以下の一覧表：
【０００９】
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【化１】

に記述されている。
【００１０】
　一般名を有する上記の他の活性物質の化学構造は、例えば、「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉ
ｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」、第１４版、２００６年、Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅ
ｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌおよびウェブサイト「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏ
ｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ」から周知である。本明細
書の文脈において、活性物質の一般名の短縮形が使用される場合、これは、それぞれの場
合、エステルおよび塩、ならびに異性体、特に光学異性体、特に市販の形態（単数または
複数）などの、すべての一般的な誘導体を包含する。エステルまたは塩が一般名で記載さ
れる場合、これはまた、それぞれの場合、他のエステルおよび塩、遊離の酸および中性化
合物、ならびに異性体、特に光学異性体、特に市販の形態（単数または複数）などの、す
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べての他の一般的な誘導体を包含する。上述の化合物名は、一般名の下で含まれる少なく
とも１種の化合物、しばしば好ましい化合物を示す。
【００１１】
　好ましい実施形態では、本発明による除草剤混合物は、栽培植物、特にイネに関して、
相乗効果と同時に高い適合性を示す。栽培植物に関した相乗効果および高い適合性は、例
えば、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の組み合わせた施用で観察することができる。しかし、そ
れは、活性物質が、異なる時間で施用される場合（分割）も、しばしば認めることができ
る。個々の除草剤を数回に分けて施用すること（逐次施用）、例えば、発芽前施用、それ
に続く発芽後施用または早期発芽後施用、それに続く中期または晩期の発芽後施用も可能
である。これに関連して、本発明による除草剤混合物の活性物質の組み合わせたまたは実
質的に同時の施用が好ましい。
【００１２】
　相乗効果により、個々の活性物質の施用量の低減、同じ施用量でのより大きな効力、こ
れまで含まれなかった種の防除（ギャップ）、施用期間の延長および／または必要な個々
の施用数の低減、ならびに使用者のための成果として、経済的および生態学的により有利
な雑草駆除システムが可能になる。
【００１３】
　本発明は、成分（Ａ）および成分（Ｂ）に加えて、異なる構造を有する１種以上のさら
なる農薬活性物質、例えば、除草剤、殺虫剤、殺真菌剤または薬害軽減剤も含む除草剤混
合物も包含する。上記および下記に説明される好ましい条件は、このような除草剤混合物
にも同様に適用される。
【００１４】
　同様に、本発明は、成分（Ａ）および成分（Ｂ）に加えて、肥料、例えば、硫酸アンモ
ニウム、硝酸アンモニウム、尿素、硝酸カリウムおよびこれらの混合物も含む除草剤混合
物も包含する。上記および下記に説明される好ましい条件は、このような除草剤混合物に
も同様に適用される。
【００１５】
　本発明はさらに、成分（Ａ）および成分（Ｂ）に加えて、アジュバント、例えば、乳化
剤、分散剤、鉱物油および植物油、ならびにこれらの混合物も含む除草剤混合物も包含す
る。上記および下記に説明される好ましい条件は、このような除草剤混合物にも同様に適
用される。
【００１６】
　２種の化合物（Ａ＋Ｂ）の以下の組合せの１つ以上の内容を有する除草剤混合物は、特
に重要である：
　テフリルトリオン＋アミカルバゾン、テフリルトリオン＋アミノピラリド、テフリルト
リオン＋アミノシクロピラクロール、テフリルトリオン＋アミノシクロピラクロール－メ
チル、テフリルトリオン＋アミノシクロピラクロール－カリウム、テフリルトリオン＋シ
クロスルファムロン、テフリルトリオン＋フルセトスルフロン、テフリルトリオン＋ホラ
ムスルフロン、テフリルトリオン＋インダジフラム、テフリルトリオン＋イプフェンカル
バゾン、テフリルトリオン＋メタミホップ、テフリルトリオン＋オルトスルファムロン、
テフリルトリオン＋ペノキススラム、テフリルトリオン＋ピノキサデン、テフリルトリオ
ン＋ピラスルホトール、テフリルトリオン＋プロピリスルフロン、テフリルトリオン＋ピ
リミスルファン、テフリルトリオン＋ピロキサスルホン、テフリルトリオン＋ピロキシス
ラム、テフリルトリオン＋サフルフェナシル、テフリルトリオン＋チエンカルバゾン、テ
フリルトリオン＋チエンカルバゾン－メチル、
テフリルトリオン＋３－クロロ－Ｎ－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）カ
ルバモイル］－１－メチル－４－（５－メチル－５，６－ジヒドロ－１，４，２－ジオキ
サジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－スルホンアミド、
テフリルトリオン＋３－（｛［５－（ジフルオロメチル）－１－メチル－３－（トリフル
オロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル］メチル｝スルホニル）－５，５－ジメチル
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－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール、
テフリルトリオン＋（２Ｓ）－２－｛４－［（６－クロロ－１，３－ベンゾオキサゾール
－２－イル）オキシ］フェノキシ｝－Ｎ－（２－フルオロフェニル）－Ｎ－メチルプロパ
ンアミド、
テフリルトリオン＋Ｎ－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）カルバモイル］
－６－エチル－２－メチルイミダゾ［１，２－ｂ］ピリダジン－３－スルホンアミド、
テフリルトリオン＋３－（｛２－［（２－メトキシエトキシ）メチル］－６－（トリフル
オロメチル）ピリジン－３－イル｝カルボニル）ビシクロ［３．２．１］オクタン－２，
４－ジオン、
テフリルトリオン＋２－（｛２－［（２－メトキシエトキシ）メチル］－６－（トリフル
オロメチル）ピリジン－３－イル｝カルボニル）シクロヘキサン－１，３－ジオン。
【００１７】
　本発明による除草剤混合物において、一般に、ヘクタール当たり活性物質で、１から２
０００ｇ、好ましくは１０から５００ｇ（ａｉ／ｈａ）の範囲の成分（Ａ）および１から
２０００ｇ、好ましくは１から５００ｇ（ａｉ／ｈａ）の範囲の成分（Ｂ）の施用量を有
することが必要である。
【００１８】
　使用される成分（Ｂ）に対する使用される成分（Ａ）の重量比は、広範囲に変えること
ができる。好ましくは、量比は、１：２００から２５０：１の範囲、特に１：２００から
２５０：１の範囲である。最適重量比は、それぞれの施用の田畑、雑草スペクトルおよび
使用される活性物質の組合せに依存し得、予備実験で決定することができる。
【００１９】
　本発明による除草剤混合物は、稲作における有害植物の選択的駆除に優れて適している
。
【００２０】
　本発明による除草剤混合物は、イネ除草剤に対する通常の施用のタイプすべてで使用さ
れ得る。それらは、噴霧施用および水面施用で特に有利に使用される。水面施用では、田
面水が、既に施用の時点で３０ｍｍまで土を覆っている。次いで、本発明による除草剤混
合物は、例えば、顆粒剤の形態で田面水に直接与えられる。世界的に、噴霧施用は、特に
播かれたイネ（ｓｅｅｄｅｄ　ｒｉｃｅ）で使用され、水面施用は、特に移し植えたイネ
で使用される。
【００２１】
　本発明による除草剤混合物は、広い雑草スペクトルを含む。それらは、例えば、一年生
および多年性の有害植物、例えば、アエギロプス（Ａｅｇｉｌｏｐｓ）、アグロピュロン
（Ａｇｒｏｐｙｒｏｎ）、アグロスティス（Ａｇｒｏｓｔｉｓ）、アロペクルス（Ａｌｏ
ｐｅｃｕｒｕｓ）、アペラ（Ａｐｅｒａ）、アウェナ（Ａｖｅｎａ）、ブラキアリア（Ｂ
ｒａｃｈｉａｒｉａ）、ブロムス（Ｂｒｏｍｕｓ）、ケンクルス（Ｃｅｎｃｈｒｕｓ）、
コンメリナ（Ｃｏｍｍｅｌｉｎａ）、キュノドン（Ｃｙｎｏｄｏｎ）
キュペルス（Ｃｙｐｅｒｕｓ）、ダクテュロクテニウム（Ｄａｃｔｙｌｏｃｔｅｎｉｕｍ
）、ディギタリア（Ｄｉｇｉｔａｒｉａ）、エキノクロア（Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ）、
エレオカリス（Ｅｌｅｏｃｈａｒｉｓ）、エレウシネ（Ｅｌｅｕｓｉｎｅ）、エラグロス
ティス（Ｅｒａｇｒｏｓｔｉｓ）、エリオクロア（Ｅｒｉｏｃｈｌｏａ）、フェストゥカ
（Ｆｅｓｔｕｃａ）、フィムブリステュリス（Ｆｉｍｂｒｉｓｔｙｌｉｓ）、ヘテランテ
ラ（Ｈｅｔｅｒａｎｔｈｅｒａ）、イムペラタ（Ｉｍｐｅｒａｔａ）、イスカエムム（Ｉ
ｓｃｈａｅｍｕｍ）、レプトクロア（Ｌｅｐｔｏｃｈｌｏａ）、ロリウム（Ｌｏｌｉｕｍ
）、モノコリア（Ｍｏｎｏｃｈｏｒｉａ）、パニクム（Ｐａｎｉｃｕｍ）、パスパルム（
Ｐａｓｐａｌｕｍ）、パラリス（Ｐｈａｌａｒｉｓ）、プレウム（Ｐｈｌｅｕｍ）、ポア
（Ｐｏａ）、ロットボエッリア（Ｒｏｔｔｂｏｅｌｌｉａ）、サギッタリア（Ｓａｇｉｔ
ｔａｒｉａ）、スキルプス（Ｓｃｉｒｐｕｓ）、セタリア（Ｓｅｔａｒｉａ）、ソルグフ
ム（Ｓｏｒｇｈｕｍ）、アブティロン（Ａｂｕｔｉｌｏｎ）、アマラントゥス（Ａｍａｒ
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ａｎｔｈｕｓ）、アンブロシア（Ａｍｂｒｏｓｉａ）、アノダ（Ａｎｏｄａ）、アンテミ
ス（Ａｎｔｈｅｍｉｓ）、アパネス（Ａｐｈａｎｅｓ）、アルテミシア（Ａｒｔｅｍｉｓ
ｉａ）、アトリプレクス（Ａｔｒｉｐｌｅｘ）、ベッリス（Ｂｅｌｌｉｓ）、ビデンス（
Ｂｉｄｅｎｓ）、カプセッラ（Ｃａｐｓｅｌｌａ）、カルドゥウス（Ｃａｒｄｕｕｓ）、
カッシア（Ｃａｓｓｉａ）、ケンタウレア（Ｃｅｎｔａｕｒｅａ）、ケノポディウム（Ｃ
ｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ）、キルシウム（Ｃｉｒｓｉｕｍ）、コンウォルウルス（Ｃｏｎｖ
ｏｌｖｕｌｕｓ）、ダトゥラ（Ｄａｔｕｒａ）、デスモディウム（Ｄｅｓｍｏｄｉｕｍ）
、エメクス（Ｅｍｅｘ）、エリュシムム（Ｅｒｙｓｉｍｕｍ）、エウポルビア（Ｅｕｐｈ
ｏｒｂｉａ）、ガレオプシス（Ｇａｌｅｏｐｓｉｓ）、ガリンソガ（Ｇａｌｉｎｓｏｇａ
）、ガリウム（Ｇａｌｉｕｍ）、ヒビスクス（Ｈｉｂｉｓｃｕｓ）、イポモエア（Ｉｐｏ
ｍｏｅａ）、コキア（Ｋｏｃｈｉａ）、ラミウム（Ｌａｍｉｕｍ）、レピディウム（Ｌｅ
ｐｉｄｉｕｍ）、リンデルニア（Ｌｉｎｄｅｒｎｉａ）、マトリカリア（Ｍａｔｒｉｃａ
ｒｉａ）、メンタ（Ｍｅｎｔｈａ）、メルクリアリス（Ｍｅｒｃｕｒｉａｌｉｓ）、ムッ
ルゴ（Ｍｕｌｌｕｇｏ）、ミュオソティス（Ｍｙｏｓｏｔｉｓ）、パパウェル（Ｐａｐａ
ｖｅｒ）、パルビティス（Ｐｈａｒｂｉｔｉｓ）、プランタゴ（Ｐｌａｎｔａｇｏ）、ポ
リュゴヌム（Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ）、ポルトゥラカ（Ｐｏｒｔｕｌａｃａ）、ラヌンクル
ス（Ｒａｎｕｎｃｕｌｕｓ）、ラパヌス（Ｒａｐｈａｎｕｓ）、ロリッパ（Ｒｏｒｉｐｐ
ａ）、ロタラ（Ｒｏｔａｌａ）、ルメクス（Ｒｕｍｅｘ）, サルソラ（Ｓａｌｓｏｌａ）
、セネキオ（Ｓｅｎｅｃｉｏ）、セスバニア（Ｓｅｓｂａｎｉａ）、シダ（Ｓｉｄａ）、
シナピス（Ｓｉｎａｐｉｓ）、ソラヌム（Ｓｏｌａｎｕｍ）、ソンクス（Ｓｏｎｃｈｕｓ
）、スペノクレア（Ｓｐｈｅｎｏｃｌｅａ）、ステッラリア（Ｓｔｅｌｌａｒｉａ）、タ
ラクサクム（Ｔａｒａｘａｃｕｍ）、トラスピ（Ｔｈｌａｓｐｉ）、トリフォリウム（Ｔ
ｒｉｆｏｌｉｕｍ）、ウルティカ（Ｕｒｔｉｃａ）、ウェロニカ（Ｖｅｒｏｎｉｃａ）、
ウィオラ（Ｖｉｏｌａ）およびクサンティウム（Ｘａｎｔｈｉｕｍ）属由来の植物などの
駆除に適切である。本発明による除草剤混合物はまた、個々の除草剤に耐性となった有害
植物を駆除するために優れている。
【００２２】
　それらの除草剤特性のために、除草剤混合物は、遺伝子工学的にまたは従来の突然変異
誘発で改変された植物の栽培における有害植物を駆除するためにも使用され得る。トラン
スジェニック植物は一般に、特定の有利な特性、例えば、ある種の殺有害生物剤（主にあ
る種の除草剤）に対する耐性、植物病害または植物病害の原因物質、例えば、ある種の昆
虫または微生物（菌類、細菌またはウイルスなど）に対する耐性によって区別される。他
の特定の特性は、例えば、量、品質、貯蔵性、組成および特別の成分に関して、収穫物に
関係する。したがって、デンプン含有量が増加したもしくはデンプンの品質が改変された
トランスジェニック植物、または収穫物の異なる脂肪酸組成を有するトランスジェニック
植物が知られている。
【００２３】
　トランスジェニック栽培に関して、有用なおよび観賞用の植物、例えば、穀物、例えば
、コムギ、オオムギ、ライムギ、オーツムギ、ミレット、コメおよびトウモロコシ、また
はテンサイ、ワタ、ダイズ、セイヨウアブラナ、ジャガイモ、トマト、エンドウマメおよ
び他の種類の野菜の、経済的に重要なトランスジェニック栽培における本発明による除草
剤混合物の使用が好ましい。
【００２４】
　好ましくは、本発明による除草剤混合物は、除草剤の植物毒性作用に耐性であるまたは
遺伝子工学によって耐性とされた有用な植物の栽培、特にコメの栽培における除草剤とし
て使用され得る。
【００２５】
　本発明による除草剤混合物はまた、組合せで使用される成分（Ａ）および成分（Ｂ）の
有効用量が、個々の用量に対して低減し、その結果、活性物質の必要な施用量の低減が可
能になる点で顕著である。
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【００２６】
　本発明の別の主題は、１種以上の除草剤（Ａ）と１種以上の除草剤（Ｂ）を、有害植物
、その植物の部分または耕地に施用することを含む、望ましくない植物生育を駆除する方
法である。
【００２７】
　超加成（＝相乗）的効果は、種類（Ａ）と種類（Ｂ）の除草剤が一緒に使用される場合
に生じる。これに関して、組合せにおける作用は、個々の除草剤（Ａ）および除草剤（Ｂ
）の作用の期待される合計よりも強い。その相乗効果により、１回または数回のみの施用
、および可能な施用期間の延長とともに、施用量の低減、イネ科雑草を含む雑草のより広
いスペクトルの駆除、除草剤作用のより早い開始、より持続的な作用、有害植物のより良
い防除が可能になる。これらの特性は、農業作物を望ましくない競合植物がない状態に保
ち、したがって、量および品質の点で収量を確保しおよび／または増加させるために、雑
草の実際的な駆除において要求される。これらの新規な組合せは、記載された特性に関し
て、技術水準を明らかに超えている。
【００２８】
　本発明による除草剤混合物は、必要な場合はさらなる従来の製剤助剤と一緒に、成分（
Ａ）および成分（Ｂ）の混合製剤としても存在することができ、次いで、これらは、水で
希釈して従来の方法で使用されるまたは別々に製剤化されたもしくは部分的に別々に製剤
化された成分を水で一緒に希釈することによって「タンク混合」として調製される。
【００２９】
　成分（Ａ）および成分（Ｂ）は、種々の方法で製剤化することができ、それに応じて、
その生物学的および／または化学的／物理的パラメータが規定される。例えば、一般的な
製剤の可能性として以下が可能である：水和剤（ＷＰ）、乳剤（ＥＣ）、水性液剤（ＳＬ
）、水中油型および油中水型のエマルジョンなどのエマルジョン（ＥＷ）、噴霧可能な液
剤またはエマルジョン、油性または水性の分散剤、サスポエマルジョン剤、散粉剤、種子
粉衣剤、土壌施用または散布用顆粒剤、水分散性顆粒剤（ＷＧ）、ＵＬＶ製剤、マイクロ
カプセル剤またはワックス剤。
【００３０】
　個々の製剤タイプは、原理上は知られており、例えば、以下に記載されている：Ｗｉｎ
ｎａｃｋｅｒ－Ｋｕｃｈｌｅｒ、「Ｃｈｅｍｉｓｃｈｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅ」［Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ］、第７巻、Ｃ．Ｈａｕｓｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ、
Ｍｕｎｉｃｈ、第４版、１９８６年；ｖａｎ　Ｖａｌｋｅｎｂｕｒｇ、「Ｐｅｓｔｉｃｉ
ｄｅ　Ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎｓ」、Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ、Ｎ．Ｙ．、１９７３
年；Ｋ．Ｍａｒｔｅｎｓ、「Ｓｐｒａｙ　Ｄｒｙｉｎｇ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ」、第３版、
１９７９年、Ｇ．Ｇｏｏｄｗｉｎ　Ｌｔｄ．、Ｌｏｎｄｏｎ。不活性物質、界面活性剤、
溶媒および追加の添加剤などの必要な製剤助剤は、同様に知られており、例えば、以下に
記載されている：Ｗａｔｋｉｎｓ、「Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅ
　Ｄｕｓｔ　Ｄｉｌｕｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｃａｒｒｉｅｒｓ」、第２版、Ｄａｒｌａｎｄ
　Ｂｏｏｋｓ、Ｃａｌｄｗｅｌｌ、Ｎ．Ｊ．；Ｈ．ｖ．Ｏｌｐｈｅｎ、「Ｉｎｔｒｏｄｕ
ｃｔｉｏｎ　ｔｏ　Ｃｌａｙ　Ｃｏｌｌｏｉｄ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ」、第２版、Ｊ．Ｗ
ｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ、Ｎ．Ｙ．；Ｍａｒｓｄｅｎ、「Ｓｏｌｖｅｎｔｓ　Ｇｕｉｄｅ
」、第２版、Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ、Ｎ．Ｙ．１９５０年；ＭａＣｕｔｃｈｅｏｎ’
ｓ、「Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ　Ａｎｎｕａｌ」、ＭＣ
　Ｐｕｂｌ．Ｃｏｒｐ．、Ｒｉｄｇｅｗｏｏｄ、Ｎ．Ｊ．；Ｓｉｓｌｅｙ　ａｎｄ　Ｗｏ
ｏｄ、「Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｓｕｒｆａｃｅ　Ａｃｔｉｖｅ　Ａｇｅｎｔ
ｓ」、Ｃｈｅｍ．Ｐｕｂｌ．Ｃｏ．Ｉｎｃ．、Ｎ．Ｙ．、１９６４年；Ｓｃｈｏｎｆｅｌ
ｄｔ、「Ｇｒｅｎｚｆｌａｃｈｅｎａｃｔｉｖｅ　Ａｔｈｙｌｅｎｏｘｉｄａｄｄｕｋｔ
ｅ」［Ｓｕｒｆａｃｅ－ａｃｔｉｖｅ　Ｅｔｈｙｌｅｎｅ　Ｏｘｉｄｅ　Ａｄｄｕｃｔｓ
］、Ｗｉｓｓ．Ｖｅｒｌａｇｓｇｅｓｅｌｌｓｃｈａｆｔ、Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ、１９７
６年；Ｗｉｎｎａｃｋｅｒ－Ｋｕｃｈｌｅｒ、「Ｃｈｅｍｉｓｈｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇ
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ｉｅ（Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）」、第７巻、Ｃ．Ｈａｕｓｅｒ　Ｖｅ
ｒｌａｇ　Ｍｕｎｉｃｈ、第４版、１９８６年。
【００３１】
　これらの製剤に基づいて、さらなる殺有害生物活性物質、例えば、他の除草剤、殺真菌
剤または殺虫剤、ならびにまた薬害軽減剤、肥料および／または成長調節剤との組合せも
、また、例えば、成分調合済みの形態でまたはタンク混合として調製され得る。
【００３２】
　水和剤は、水に均一に分散させることができ、および、活性物質のほかに、イオン性ま
たは非イオン性界面活性剤（湿潤剤、分散剤）、例えば、ポリオキシエチル化アルキルフ
ェノール、ポリエトキシル化脂肪アルコールまたは脂肪族アミン、アルカンスルホネート
またはアルキルベンゼンスルホネート、リグノスルホン酸ナトリウム、２，２’－ジナフ
チルメタン－６，６’－ジスルホン酸ナトリウム、ジブチルナフタレンスルホン酸ナトリ
ウムまたはオレオイルメチルタウリン酸ナトリウムを、希釈剤または不活性物質に加えて
含む調製物である。
【００３３】
　乳剤は、有機溶媒、例えば、ブタノール、シクロヘキサノン、ジメチルホルムアミド、
キシレンまたは同様に高沸点芳香族化合物もしくは炭化水素に、１種以上のイオン性また
は非イオン性界面活性剤（乳化剤）の添加とともに、活性物質を溶解させることによって
調製される。乳化剤として、例えば、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウムなどのアル
キルアリールスルホン酸カルシウムまたは脂肪酸ポリグリコールエステル、アルキルアリ
ールポリグリコールエーテル、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、プロピレンオキ
シド／エチレンオキシド縮合生成物、アルキルポリエーテル、ソルビタン脂肪酸エステル
、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステルまたはポリオキシエチレンソルビトール
エステルなどの非イオン性乳化剤を使用してもよい。
【００３４】
　散粉剤は、活性物質を微細固体物質、例えば、タルク、天然クレー（カオリン、ベント
ナイトおよびピロフィライトなど）または珪藻土と一緒に摩砕することにより得られる。
【００３５】
　顆粒剤は、活性物質を、吸着性顆粒化不活性物質上に噴霧することによってまたは活性
物質濃縮物を、砂またはカオリナイトなどの担体または顆粒化不活性物質の表面に、結合
剤、例えば、ポリビニルアルコール、ポリアクリル酸ナトリウムまたは他に鉱油を用いて
、塗布することによって調製され得る。適切な活性物質は、必要に応じて肥料との混合物
として、肥料顆粒剤の調製の標準的な方法で顆粒化することもできる。水分散性顆粒剤は
一般に、噴霧乾燥、流動床造粒、ディスク造粒、高速混合機による混合および固体不活性
物質なしの押出しなどの方法によって調製される。
【００３６】
　農薬組成物は、一般に０．１から９９重量パーセント、特に０．２から９５重量パーセ
ントの成分（Ａ）および成分（Ｂ）を含み、以下の濃度が、製剤のタイプによって通常で
ある：水和剤では、活性物質濃度は、例えば、約１０から９５重量パーセント、１００重
量パーセントの残りは、標準的な製剤成分からなる。乳剤では、活性物質濃度は、例えば
、５から８０重量パーセントであり得る。粉末の形態での製剤は、大部分は５から２０重
量パーセントの活性物質を含み、噴霧可能液剤は、約０．２から２５重量パーセントの活
性物質を含む。分散性顆粒剤などの顆粒剤では、活性物質含量は、活性化合物が液体また
は固体の形態で存在するかどうかおよびどのような造粒助剤および増量剤が使用されてい
るかに一部依存する。水分散性顆粒剤では、含量は、一般に１０から９０重量パーセント
である。さらに、記載した活性物質製剤は、必要に応じて、それぞれの場合に通常使用さ
れる粘着付与剤、湿潤剤、分散剤、乳化剤、保存剤、不凍剤、溶媒、増量剤、着色剤、担
体、消泡剤、蒸発抑制剤、ｐＨ調節剤または粘度調節剤を含む。
【００３７】
　使用のために、市販の形態で存在する製剤は、必要に応じて、標準的な方法で、例えば



(10) JP 5622844 B2 2014.11.12

10

20

30

40

50

、水和剤、乳剤、分散剤および水分散性顆粒剤のために水を用いて希釈される。粉剤、土
壌顆粒剤、散布用顆粒剤および噴霧可能液剤の形態の組成物は、通常は使用前にさらなる
不活性物質でさらに希釈されない。
【００３８】
　除草剤混合物は、植物、植物の部分、植物の種子または耕地（耕地（ａｒａｂｌｅ　ｌ
ａｎｄ））に、好ましくは緑の植物および植物部分、ならびに必要に応じて、さらに耕地
に施用され得る。
【００３９】
　使用の１つの可能性は、タンク混合の形態における除草剤混合物の共同施用であり、こ
こで、成分の、最適に製剤化されている濃縮製剤は、タンク中で水と一緒に混合され、得
られた噴霧用混合物が施用される。
【００４０】
　成分（Ａ）および成分（Ｂ）の本発明による除草剤混合物の共同除草製剤は、成分の量
が、互いに正しい比に既に調整されているので、より容易に施用することができる利点を
有する。さらに、製剤中の助剤は、互いに最適に適合させることができるが、その一方で
異なる製剤のタンク混合は、助剤の望ましくない組合せを与え得る。
【００４１】
　Ａ．製剤実施例
　ａ）散粉剤は、１０重量部の成分（Ａ）もしくは成分（Ｂ）またはこれらの混合物およ
び不活性物質として９０重量部のタルクを混合し、ハンマーミルで粉砕することによって
得る。
【００４２】
　ｂ）水に直ちに分散性の水和剤は、２５重量部の成分（Ａ）もしくは成分（Ｂ）または
これらの混合物、不活性物質として６４重量部のカオリン含有石英、１０重量部のリグノ
スルホン酸カリウムならびに湿潤剤および分散剤として１重量部のオレオイルメチルタウ
リン酸ナトリウムを混合し、ピンミル中で摩砕することによって得る。
【００４３】
　ｃ）水に直ちに分散性の分散性濃縮剤は、２０重量部の成分（Ａ）もしくは成分（Ｂ）
またはこれらの混合物を、６重量部のアルキルフェノールポリグリコールエーテル（Ｔｒ
ｉｔｏｎ　Ｘ　２０７）、３重量部のイソトリデカノールポリグリコールエーテル（８Ｅ
Ｏ）および７１重量部のパラフィン系鉱油（沸点範囲、例えば、約２５５から２７７℃）
と混合し、摩擦ボールミル中で５ミクロン未満の粉末度まで摩砕することによって得る。
【００４４】
　ｄ）乳剤は、１５重量部の成分（Ａ）もしくは成分（Ｂ）またはこれらの混合物、溶媒
として７５重量部のシクロヘキサノンおよび乳化剤として１０重量部のオキシエチル化ノ
ニルフェノールから得る。
【００４５】
　ｅ）水分散性顆粒剤は、７５重量部の成分（Ａ）もしくは成分（Ｂ）またはこれらの混
合物、
　１０重量部のリグノスルホン酸カルシウム、
　５重量部のラウリル硫酸ナトリウム、
　３重量部のポリビニルアルコールおよび
　７重量部のカオリン
を混合し、ピンミル上で摩砕し、造粒用液体として水を噴霧することによりその粉末を流
動床中で造粒することによって得る。
【００４６】
　ｆ）水分散性顆粒剤はまた、
　２５重量部の成分（Ａ）もしくは成分（Ｂ）またはその混合物、
　５重量部の２，２’－ジナフチルメタン－６，６’－ジスルホン酸ナトリウム、
　２重量部のオレオイルメチルタウリン酸ナトリウム、
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　１重量部のポリビニルアルコール、
　１７重量部の炭酸カルシウムおよび
　５０重量部の水
をコロイドミル上で均質化および予備粉砕し、その後にビーズミル上で摩砕し、このよう
に得た懸濁液を、単一物質ノズルを用いて噴霧塔内で微粒化および乾燥させることによっ
て得る。
【００４７】
　Ｂ．生物学的実施例
　１．発芽前雑草作用
　単子葉および双子葉雑草植物の種子または根部分を、ポット中の砂質粘土土壌に並べて
置き、土で覆う。次いで、噴霧施用の場合、濃縮水性液剤、水和剤または乳剤の形態で製
剤化した組成物を、水施用量６００から８００ｌ／ｈａ（換算して）で水性液剤、懸濁剤
またはエマルジョンとして覆土の表面に異なる用量で施用する。施用の数日後直ちに、試
験容器に、３０ｍｍまで土表面に水を溜める。他方、水面施用の場合、閉鎖した試験容器
中の土は、施用の時点で既に３０ｍｍまで田面水で覆われている。製剤化活性物質は、こ
こで、例えば、顆粒剤の形態で、田面水に直接加える。処理後、ポットを温室中に入れ、
雑草のための良好な生育条件下に維持する。３から４週の試験期間後に試験植物の植物被
害または発芽後の植物被害を、未処理対照と比較して目視で評価する。試験結果が示すよ
うに、本発明による組成物は、イネ科雑草を含めて、雑草の広いスペクトルに対して非常
に良好な発芽前除草活性を示す。これに関連して、個々に施用される場合の除草剤の作用
の形式的な合計を超える、本発明による組合せの作用がしばしば観察される。試験につい
て観察された値は、適切な低い用量で、コルビーによる期待値を上回る組合せの作用を示
す。
【００４８】
　相乗性除草作用の事後評価および査定評価：
　活性物質または活性物質混合物の除草活性は、未処理対照の変化と比較した処理の変化
から目視で評価した。これに関しては、地上の植物部分のすべてに対する被害およびそれ
らの発生が含まれる。評価は、百分率尺度（１００％作用＝植物すべてが枯れた；５０％
作用＝植物および緑の植物部分の５０％が枯れた；０％作用＝認められる作用なし＝未処
理対照地区と同じ）によって行った。
【００４９】
　２．発芽後雑草作用
　単葉および双子葉雑草の種子または根部分を、ポット中の砂質粘土土壌に入れ、土で覆
い、温室中で良好な生育条件（温度、空気湿度、給水）下で保護する。播種の約３週間後
に、試験植物を本発明による組成物で処理する。水和剤としてまたは乳剤として製剤化し
た本発明による組成物を、噴霧施用では、水面施用量６００から８００ｌ／ｈａ（換算し
て）と一緒に種々の用量で緑の植物部分に噴霧する。施用の数日後直ちに、試験容器に３
０ｍｍまで土表面に水を溜める。他方、水面施用の場合、閉鎖した試験容器中の土は、施
用の時点で既に３０ｍｍまで田面水に覆われている。製剤化した活性物質は、ここで、田
面水に直接加えられる。最適な生育条件下でさらに３から４週の温室中での試験植物の曝
露時間後に、調製物の効果を未処理対照と比較して目視で評価する。本発明による組成物
は、発芽後でさえも、イネ科雑草を含めて、経済的に重要な雑草の広いスペクトルに対す
る非常に良好な除草活性を示す。これに関連して、個々に施用される場合の除草剤の作用
の形式的な合計を超える、本発明による組合せの作用がしばしば観察される。試験につい
て観察される値は、適切な低い用量で、コルビーによる期待値を上回る組合せの作用を示
す。
【００５０】
　３．除草作用および栽培植物適合性（圃場試験）
　栽培植物を、自然な圃場条件下で小区画の圃場で生育させ、播種もしくは植え付けされ
た通常の有害植物または自然の雑草侵入の種子または根部分を用いた。本発明による組成
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物による処理は、有害植物および栽培植物の発芽後に、一般に２葉から４葉期において、
噴霧施用としてまたは水面施用として行った；一部の場合では（示したとおりに）、個々
の活性物質または活性物質組合せの施用は、発芽前に、または一部の場合では、発芽前お
よび／もしくは発芽後に、逐次処理として行った。使用後、例えば、施用の２、４、６お
よび８週後に、調製物の作用を未処理対照と比較して目視で評価した（実施例１の評価を
参照）。本発明による組成物はまた、圃場試験において、イネ科雑草を含めて、経済的に
重要な雑草の広いスペクトルに対して相乗的な除草活性を示す。比較は、本発明による組
合せが、個々の除草剤の作用の合計より、大部分でより大きい、一部の場合に非常により
大きい除草作用を示し、したがって、相乗効果の傾向を示すことを示した。さらに、評価
期間のかなりの区分で、その作用は、コルビーによる期待値を上回り、したがって、同様
に相乗効果の傾向を示す。相対的に、栽培植物は、除草剤組成物による処理の結果として
被害を受けていなかったまたは受けたとしてもほんのわずかであった。
【００５１】
　本発明による組合せを用いる場合、単独で施用される場合に存在する除草剤の作用の形
式的な合計を超える、有害植物種のもとでの除草作用が、しばしば観察される。別に、多
くの場合に、個々の調製物と比較して有害植物種に対して同じ作用を達成するために、除
草剤混合物についてより低い施用量が必要となされることが観察され得る。このような作
用における改善または施用量における有効性もしくは経済性の改善は、相乗効果の強い指
標である。
【００５２】
　観察された活性値が既に、個々の施用による試験の値の形式的な合計を超える場合、そ
れらは同様に、以下の式により計算され、および同様に、相乗効果の指標と見なされるコ
ルビーによる期待値を超える（Ｗｅｅｄｓ、１５（１９６７年）、２０から２２頁におけ
るＳ．Ｒ．Ｃｏｌｂｙを参照）。
【００５３】
【数１】

　これに関して：
　Ａ、Ｂ＝ａまたはｂグラムａｉ／ｈａの用量におけるパーセント単位の成分Ａまたは成
分Ｂの作用。
【００５４】
　Ｅ　　＝ａ＋ｂグラムａｉ／ｈａの用量における％単位の期待値。
【００５５】
　上記の試験実施例の観察された値は、コルビーによる期待値より大きい。
【００５６】
　略語ＬＥＦＣＨは、有害植物レプトクロア・キネンシス（Ｌｅｐｔｏｃｈｌｏａ　ｃｈ
ｉｎｅｎｓｉｓ）である。
【００５７】
　テフリルトリオンに加えて、以下の除草剤を例示的実施形態で用いた：
【００５８】
【表１】
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Ｂ２０：３－クロロ－Ｎ－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）カルバモイル
］－１－メチル－４－（５－メチル－５，６－ジヒドロ－１，４，２－ジオキサジン－３
－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－スルホンアミド、
Ｂ２２：メチル４－アミノ－３－クロロ－６－（４－クロロ－２－フルオロ－３－メトキ
シフェニル）ピリジン－２－カルボキシレート、
Ｂ２３：３－（｛２－［（２－メトキシエトキシ）メチル］－６－（トリフルオロメチル
）ピリジン－３－イル｝－カルボニル）ビシクロ［３．２．１］オクタン－２，４－ジオ
ン。
【００５９】
　発芽後作用
【００６０】
【表２】
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